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仕 様 書 

 

委 託 番 号    令和７年度 第３－１号  

委託業務の名称  水草刈取業務委託 

委 託 場 所    琵琶湖（南湖） 

 

第１条 目 的 

 琵琶湖の水草は、平成６年の大渇水をきっかけに急激に増えはじめ、夏には、大

量繁茂した水草が湖面を覆い、船舶航行や漁業の障害等をもたらしている。 

本県では、このような状況を改善するため、水草の除去・刈取りを行うとともに、

資源循環の観点から揚陸された水草の有効利用を図っており、本委託事業では、

これらの取組の一部として、県が所有する水草刈取船（スーパーかいつぶりⅢ、ス

ーパーかいつぶりⅣ）および受注者が準備する水草刈取船を使用して、琵琶湖の

水草表層刈取りを行うものである。 

 

第２条 業務の概要 

琵琶湖（南湖）における水草の刈取りおよび揚陸地への運搬。 

 

第３条 本業務の実施に当たっては、「一般土木工事等共通仕様書（令和６年４月 滋

賀県）」（以下、「共通仕様書」という。）および「一般土木工事等共通仕様書付

則（令和６年４月滋賀県土木交通部）」（以下「付則」という。）によるものとする。 

 

第４条 委託業務の実施方法については、下記のとおりとする。 

 

記 

 

（１）水草刈取計画の作成 

受注者は、琵琶湖の水草の繁茂状況や水草による被害状況等を整理して発注

者と協議・調整し、水草刈取計画案を作成する。 

水草の繁茂状況は、気温、水位、日照時間等に大きな影響を受け、常に変化

していくことから、効果的な対策を実施するため刈取作業は順応的管理により進

めることとし、刈取計画を常に見直し、変更が必要な場合は県に報告し承認を受

けてから対策を実施するものとする。 

原 則 として週 １回 、琵 琶 湖 保 全 再 生 課 において水 草 の繁 茂 状 況 、刈 取 りの

要 望 、水 草 の刈 取 計 画 等 について、監 督 職 員 および県が表 層刈取業務の監

督を委託している（公財）淡海環境保全財団と情報を共有できるよう調整を行う

ものとする。 
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また、設計数量を変更する必要が生じた場合は、事前に監督職員と協議を行

い、必要に応じて変更契約を行う。 

なお、水草刈取量は、揚陸時の湿潤重量とする。 

 

（２）刈取手法 

   ①刈取機械等 

刈取機械は、県が所有する水草刈取船「スーパーかいつぶりⅢ」「スーパーかい

つぶりⅣ」（以下総称して「県有機」という。）を無償貸与する。これらの県有機に損

害を加えないよう十分注意の上、業務を遂行しなければならない。 

なお、県有機については、高島市の艇庫より運搬するものとする。 

また、水草の刈取りは、県有機を中心として行うが、琵琶湖の各地で同時多発

的に大量繁茂した時には、別途、発注者の指示により受注者が準備する水草刈

取機による刈取りを行うものとする。 

県有機が故障し、修理の必要性が生じた場合は、速やかに発注者に連絡する

ものとする。 

なお、県有機の貸出しは、別紙貸付契約書（案）に基づいて行うものとする。 

また、別部署の発注業務で使用する可能性があるため、当該業務の発注者お

よび受注者と調整を行うこと。 

 

②刈取作業 

刈取作業は、水草刈取計画に基づき実施するが、（公財）淡海環境保全財団

と協議しながら進めるものとする。効果的な刈取時期等を常に検討しながら刈取

りを行い、より効果的 ・効率的な方法を提案するものとする。提案に基づき試験

刈取を実施する場合は、その結果を検証し、速やかに報告しなければならない。 

また、運搬等の作業についても、より効率的な作業手法等を提案・検証し、改

善に努めるものとする。 

  ＊刈 取 機 の移 動 や刈 取 作 業 に際 しては、琵 琶 湖 の水 位 は常 に変 化 するこ

とから、水 面 下 の障 害 物 には十 分 注 意 し、衝 突 や機 械 への巻 き込 み等

の事 故 を起 こさないようにしなければならない。 

 

  ③刈取場所 

刈取場所については、実施予定地域を定めるが、水草の繁茂状況は常に変化

していくことから、水草の状況を確認し、（公財）淡海環境保全財団と協議しなが

ら繁茂状況に応じて決定する。 

     

実施予定地域 

      南湖   大津市 膳所沖、におの浜沖、柳が崎沖、唐崎沖、下阪本沖、

雄琴沖、堅田沖 等 
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            草津市 下物町 等 

            守山市 赤野井 等 

 

  ④特定外来生物（植物）への対応 

オオバナミズキンバイ(以下「オオバナ」という。)やナガエツルノゲイトウ (以下

「ナガエ」という。)が密生している水域を事前に把握し、混入の可能性がある水

域での刈取は原則として実施しない。 

やむを得ず当該水域で刈取りを実施する場合（県民から苦情が発生した場合

等）には、オオバナおよびナガエの密生している水域に近い場所を避けるなどして、

混入するリスクをできる限り少なくする。 

なお、対応方法については、監督職員および（公財）淡海環境保全財団と協議

を行うこと。 

 

（３）運搬 

    刈り取った水草は、運搬船により揚陸地に運搬するものとする。 

 

（４）揚陸 

①揚陸場所 

揚陸作業は、（公財）淡海環境保全財団が実施するため、揚陸地、日程等に

ついて調整を行いながら進めるものとする。 

 

②夾雑物の除去 

必要に応じて取り除いた夾雑物（ペットボトル、ビニール、釣り糸、空き缶、ワイ

ヤー、ビンなど）は、産業廃棄物として適正に処理するものとする。なお、水草から

除去した紙くず、木くずおよび繊維くずは、夾雑物を除去した市町において、一般

廃棄物として適正に処理しなければならない。 

 

③資材の手配 

  揚陸時に使用する資材は、受注者が手配するものとする。 

 

（５）県有機の清掃 

      全ての刈取作業終了後、県有機は高圧洗浄機により付着した水草や汚れを全

て取り除いた後、艇庫に収納するものとする。請負期間中、新たに県有機に生じた

損傷等については、受注者の責任において復旧するものとする。 

 

（６）地域住民等への対応 

① 受注者は、事業の実施に当たり関係市町、地域住民等と必要な交渉を自ら

の責任において行うものとする。受注者は、交渉に先立ち、監督職員に事前報

告の上、これらの交渉に当たっては誠意をもって対応しなければならない。 
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② 受注者は、事業の実施に当たり、地域住民との間に紛争が生じないように努

めなければならない。また、苦情があった場合には、誠意をもってその解決に当

たらなければならない。 

 

③ 受注者は、（６）①および②の交渉などの内容は、後日紛争とならないよう文

章で明確にしておくとともに、状況を随時監督職員に報告し、指示があればそ

れに従うものとする。 

 

④ 天候や現場状況により作業が危険と判断される場合は、現場代理人の判断

において、即座に作業を中止するものとする。中止した場合は、監督職員に報

告しなければならない。 

 

⑤ 本作業が原因として発生したと想定される事態に対しては、関係者と調整し、

誠意をもって、その解決に当たらなければならない。 

 

（７）安全配慮 

    本業務の遂行につき、労働安全衛生規則等に遵守し、作業者の安全に十分な

配慮を行うものとする。 

    特に水面下の障害物については特に注意して作業しなければならない。 

 

（８）報告 

  刈 取 場 所 （位 置 図 、平 面 図 ）や刈 取 量 等 を作 業 日 ごとに詳 細 に整 理 するも

のとするとともに、作 業 日 報 を別 記 様 式 により作 成 し、提 出 するものとする。な

お、様 式 については別 記 様 式 の内 容 を網 羅 したものであれば、任 意 のものを

使 用 しても差 し支 えない。 

   また、報告内容等については、以下のとおりとする。 

 

① 月別報告 

 刈取範囲や刈取量を整理し、報告するものとする。 

 

②  完了報告 

作業日報および機種ごとに、刈取日、刈取場所、刈取面積、刈取量（ｔ）、運搬

船の隻数および揚陸場所を一覧表に整理したもの、水草を刈取った範囲を示す

図面、作業前・中（刈取り、積込み、運搬）・後の写真を整理して提出するものとす

る。 

 

（９）連絡調整 
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業務が円滑に遂行できるよう、関係市町および（公財）淡海環境保全財団等と

の連絡調整を緊密に行わなければならない。 

 

 

第５条 暴力団員等による不当介入の排除について 

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について） 

（１）受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発

注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をいう。）による不当介入

（不当な要求または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否する

とともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査

上必要な協力を行うものとする。 

 

（２）受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した

通報書(別記様式)により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告

するものとする。 

また、受注者は、以上のことについて、再委託先に対して、十分に指導を行

うものとする。 

 

（３）受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等

を変更する必要性が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。 
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（別紙） 

貸付契約書（案） 

 

 貸付人 滋賀県知事 三日月 大造（以下「甲」という。）と借受人  （以下「乙）は

次の条項により物品の貸付契約を締結する。 

 

（信義誠実の義務） 

第１条 甲および乙は、信義を重んじ誠実に本契約を履行しなければならない。 

 

（貸付物品） 

第２条 甲が乙に貸し付ける物品は、次のとおりとする。 

（１）水草刈取船「スーパーかいつぶりⅢ」   １台 

（２）水草刈取船「スーパーかいつぶりⅣ」   １台 

 

（貸付目的および使用用途） 

第３条 県が所有する前条の水草刈取船および受注者が準備する水草刈取船を使

用して、琵琶湖の水草表層刈取りを行うものである。 

２ 乙は、貸付物品を前項の目的以外の用途に使用してはならない。ただし、甲の承

認を得た場合はこの限りではない。 

 

（貸付料） 

第４条 甲は、乙に物品を無償で貸し付けるものとする。 

 

（貸付期間） 

第５条 物品の貸付期間は令和  年  月  日から令和  年  月  日までとする。 

 

（経費負担等） 

第６条 物品の使用に伴う経費は、乙の負担とする。また、物品の使用に伴う事故等

によって生じた経費は、乙の責任において、誠意をもって相手方と協議の上処理す

るものとする。 

 

（損害賠償） 

第７条 乙の故意または重大な過失によって貸付物品に損害を与えた場合は、乙が負

担するものとし、甲は一切責任を負わない。 

 

（事故等の報告） 

第８条 乙は、物品に係る事故等が発生したときは、直ちにその旨を甲に報告し、その

指示を受けなければならない。 
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（権利譲渡等の禁止） 

第９条 乙は物品の使用権を第三者に譲渡または転貸してはならない。 

 

（善管注意義務） 

第 10 条 乙は、善良な管理者として注意をもって物品の維持管理に努めなければな

らない。 

 

（危険負担） 

第 11 条 貸付期間中において、甲および乙の責に帰することができない理由により生

じた物品に係る損害の負担は、甲乙協議の上、決定する。 

 

（実地調査等） 

第 12 条 甲は、物品について随時に調査し、または乙に対し所要の報告を求めること

ができる。この場合において、乙は調査を拒み、妨げ、または報告を怠ってはならな

い。 

 

（契約の解除） 

第 13 条 甲は、乙が本契約に定める条項に違反した場合には、本契約を解除するこ

とができる。 

 

（返納） 

第 14 条 乙は、物品を返納する場合は、あらかじめ甲に連絡しなければならない。 

２ 甲は、物品の返納を受けるときは、甲、乙両者の立会いの上で、当該物品の整備

状況を確認し支障がないと認めたときは、これを収納するものとする。 

３ 乙は、物品の返納後であっても、乙の責に帰すべき故障または修理上の欠陥があ

った場合は、甲の指示に従い修理しなければならない。 

 

（返還） 

第 15 条 乙は、甲が特別の理由により貸付中の物品の返還を求めたときは、その指

示に従い速やかに返還しなければならない。 

２ 前項の返還については、前条第２項および第３項の規定を準用する。 

３ 第 1 項の規定により返還中の物品については、第６条から第 12 条までの規定は

適用しない。 

 

（その他） 

第 16 条 本契約に定めるもののほか、必要な事項については、甲乙協議の上、決定

するものとする。 
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この契約を証するため、契約書２通を作成し、記名押印の上、甲および乙は各１通

を保持する。 

 

          令和  年  月  日 

 

 

                              甲  滋賀県大津市京町四丁目１－１ 

滋賀県知事 三日月 大造     印 

 

 

                              乙  住所  

氏名                     印 
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水草刈取等作業日報  

(作業日)令和  年  月  日 (報告者職・氏名)         

 

刈取機名 

 

 

 

 

作業水域名 

 

 

 

 

刈取量 

 

 

 

                                   トン 

運搬船の隻数 

 

 

                                            

陸揚場所 

 

 

                                            

水草の種類 

 

 

 

水草の状態 

 

 

 

夾雑物の除去量 

 

 

 

備考 

 

 

 

※  この日報は、刈取りに使用した機械ごとに作成すること。 
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（別記様式第１号）
令和　　年(　　年)　　月　　日

 不当要求
　　不当介入  業務妨害 　事案通報書

　滋賀県              警察署長 様 （報告者）
　滋賀県        　 様

※ 滋賀県　　　　　　　　　　　　　警察署

取扱警察 　　   　　課　

請負者 （本社）
TEL（　　　）　　　－　　　　　

所在地 FAX（　　　）　　　－　　　　　
（現場事務所）

TEL（　　　）　　　－　　　　　
FAX（　　　）　　　－　　　　　

名　 称

（現場事務所の代表者）
代表者

（通報者　職氏名）
通報者等 TEL（　　　）　　　　－　　　　　

（対応者）
　・所属会社名 TEL（　　　）　　　　－　　　　　

　・氏　　　　名　

　 　・役　　　　職
不当介入に係る TEL（　　　）　　　－　　　　　

住　 所 FAX（　　　）　　　－　　　　　
行為者

所　 属

役　 職

氏　 名
発生日時　・　 　令和　　　年　　　月　　　日 　　　時　　　分頃
場所

　［元請・下請］　

　［下請の場合、現場事務所の所在地］
TEL（　　　）　　　－　　　　　
FAX（　　　）　　　－　　　　　

工事件名

不当介入の内容
被害の状況

警察への通報 警察への通報 有　　・　　無
状況 通報先警察署名　　　（　滋賀県 警察署 課　）

通　報　日　時 令和　　　年　　　月　　　日　 　　　　時　　　分頃
注)１ 第一報はこの様式に必要事項を記入の上、所轄警察署刑事課または刑事第二課へ電話で行い、その旨最下段の「警察への

　　　通報状況」欄に記入し、発注者宛に通報（メール、FAX可）すること。なお、所轄警察署には、この様式の文書も提出すること。

　　２ 上記表中の　※箇所は、警察署で記入するものとする。

　　３ 不当介入に係る行為者の名刺、提示物等の参考資料がある場合、写しを添付すること。

　　４ 下請負人（再委託の協力者）において発生した場合であっても、必ず元請負人（受注者）が聞取り調査の上記入し、通報・報告　　

　　　すること。  

 
） 


